
こ
O
二

る
も
の
で
之
等
岩
石
よ
歩
成
る
地
殻
の
一
部
代
地
震
の
原
因
と
な
る
イ
会
特
種
構
造
が
存
在
す
る
事
も
亦
認
容
し
得
る
所

で
あ
る
。

終
b
に
臨
み
御
懇
切
な
る
御
指
導
被
下
ま
し
た
図
富
先
生
に
深
謝
す
。

中
央
気
象
蚕
に
て
。

3富

季最

護

震

時

の

取

り

方

に

就

て

図

凸
口
回

信

地
震
の
殺
震
時
は
験
震
回
目
干
上
の
見
地
か
ら
見
て
最
も
重
要
な
要
素
で
あ
る
事
は
論
を
侯
た
ね
事
て
、
震
波
夫
れ
自
身
の

研
究
に
も
叉
震
源
の
深
述
、
震
央
の
位
置
其
他
凡
℃
の
験
震
皐
上
の
諸
問
題
は
正
確
な
る
後
震
時
の
値
か
ら
解
決
し
得
ら

る
、
る
と
云
つ
で
も
週
一
一
一
口
て
は
無
い
程
の
も
の
て
あ
る
。
而
し
て
詑
象
紙
上
か
ら
後
震
時
を
議
み
取
る
方
法
は
中
央
気
象
蚤

刊
行
の
地
震
観
測
訟
に
一
訪
越
し
て
あ
る
が
訟
に
は
其
の
補
遺
と
し
て
後
震
時
の
取

b
方
に
つ

3
息
ひ
付
い
た
貼
を
記
し
て

諸
君
の
御
典
会
考
に
供
し
た
い
と
思
ふ
。

地
震
計
の
刻
時
誌
に
は
現
在
二
種
の
装
置
が
用
び
ら
れ
て
居
る
。
其
の
一
は
地
震
計
の
猫
針
以
外
に
刻
時
針
を
別
に
用

ひ
て
あ
る
も
の
で
大
森
式
の
微
動
計
、
地
動
計
、
簡
単
微
動
計
の
奮
式
な
も
の
及
川
ω
強
震
計
な
ピ
は
凡
て
此
の
刻
時
訟
を



用
ひ
て
あ
る
。
此
'
の
刻
時
訟
を
用
ひ
た
地
震
計
の
詑
象
か
ら
後
震
時
を
讃
み
取
る
方
法
は
地
震
観
測
訟
六
十
一
一
貝
よ

b
六

十
五
頁
迄
に
-
記
載
3
れ
て
あ
る
が
玄
に
注
意
す
べ

S
駄
が
二
つ
あ
る
。
第
一
は
描
針
と
刻
時
針
と
が
別
々
で
あ
る
矯
め
に

入
b
来
る
誤
差
で
あ
る
。
却
も
描
針
と
刻
時
針
と
の
始
黙
を
結
ぶ
線
に
卒
行
な
る
線
を
詑
象
紙
上
の
後
震
貼
よ
り
引
注
某

れ
と
刻
時
線
と
の
交
h
J
よ
ち
殺
震
時
を
出
す
か
、
叉
は
刻
時
線
の
劫
貼
に
於
て
其
れ
に
垂
線
を
立
て
其
れ
と
描
針
の
書
く

線
と
の
交
は
・
9
よ
b
諌
め
描
針
と
刻
時
線
と
の
差
を
求
め
置

3
後
震
時
に
補
正
念
な
す
か
何
れ
の
方
法
に
依
る
も
垂
線
及

卒
行
線
を
引
く
事
に
依
ι
リ
院
に
誤
差
の
入
b
来
る
事
は
免
れ
ゴ
る
所
で
あ
る
。
今
若
し
刻
時
針
の
一
分
の
長
3
が
二
糎
て

あ
る
と
す
れ
ば
議
取
b
の
際
一
粍
の
差
は
後
震
時
代
三
秒
と
云
ふ
大
な
る
撲
差
を
生
ず
る
、
故
に
此
の
方
法
に
て
は

O
、

五
粍
即
も
時
間
仁
直
し
て
一
秒
宇
の
誤
差
は
通
常
入

b
来
る
も
の
ぞ
あ
る
故
観
測
者
は
特
に
此
の
駄
に
留
意
せ
ら
れ
ん
事

を
切
望
す
る
次
第
で
あ
る
。

第
二
の
注
意
す
一
べ

3
貼
は
国
筒
の
廻
轄
の
一
様
な
ら
ゴ
る
事
よ
り
入

b
来
る
誤
差
で
あ
る
。
之
れ
は
闘
筒
の
廻
紬
刊
を
生

. 

ぜ
し
む
る
時
計
に
歯
車
を
用
以
て
あ
る
以
上
其
れ
の
「
キ
ザ
ミ
」
の
矯
め
入
b
来
る
設
差
て
営
然
免
れ
る
事
の
出
来
な
い

も
の
で
あ
る
。
然
も
歯
車
の
不
正
文
は
螺
僚
の
強

3
の
援
化
の
た
め
刻
時
の
一
分
の
長
3
が
麓
b
来
る
と
云
ふ
他
の
厭
ふ

}
へ
き
模
差
も
入
っ
て
来
る
の
で
あ
る

此
の
後
者
の
誤
差
に
封
す
る
補
正
は
地
震
観
.
測
法
六
十
三
頁
に
セ

Y

ロ
イ
ド
叉
は

論
手
製
の
扇
形
尺
度
を
用
ふ
る
使
を
一
記
載
し
あ
る
が
私
は
之
れ
を
期
ふ
る
よ

b
も
遁
常
の
粍
尺
(
長
昌
一
十
糎
位
の
も
の
)

を
用
以
℃
一
々
刻
時
一
分
の
長
さ
を
議
み
計
算
尺
を
用
ぴ
て
簡
単
な
る
比
例
に
依
b
後
震
時
を
求
hu
る
方
が
正
確
且
迅
速

-三

O
一一
一



二
O
四

て
あ
る
事
を
力
説
し
た
い
の
で
あ
る
。
即
ち
刻
時
の
R
T
の
問
の
長
さ
を
議
み
取
る
に
は
尺
度
を
任
意
に
刻
時
線
に
沿
ふ
て

置
会
分
の
刻
み
の
諒
れ
取
A
Y

を
な
す
時
共
の
値
が
夫
々
五
十
九
粍
七
及
四
十
粍
九
て
あ
る
な
ら
ば
其
の
差
十
八
粍
入
が
一

分
の
長

3
を
輿
へ
る
。
此
の
時
同
時
に
後
震
時
に
相
営
す
る
黙
の
議
み
取

b
が
四
十
九
粍
六
で
あ
れ
ば
某
の
一
一
分
に
釣
す

る
長

3
は
八
粍
七
で
あ
る
Q

故
に
計
算
尺
上
最
上
部
の
尺
度
六
十
に
動
尺
の
上
部
の
目
盛
b
に
℃
一
入
・
入
を
A
口
致
せ
し

め
同
じ
目
盛
b
上
八
・
七
に
営
る
線
上
の
最
上
部
の
目
盛
b
二
七
・
八
が
其
の
佳
刻
時
分
の
始
め
か
ら
後
震
時
迄
の
秒
数

二
十
七
秒
八
を
奥
へ
る
事
と
な

b
之
れ
に
某
の
時
の
ク
ロ
ノ
メ
ー
タ
ー
の
補
正
教
を
加
減
す
れ
ば
異
の
後
震
時
を
輿
へ
る

事
と
な
る
。
斯
様
に
し
て
此
の
方
法
は
頗
る
迅
速
旦
精
密
に
行
ひ
得
る
の
で
本
塁
に
於
て
も
現
在
は
扇
形
尺
度
の
目
盛
b

が
あ
ま
λ

リ
精
確
で
な
〈
誤
差
が
大
な
る
谷
川
め
之
れ
を
拾
℃
¥
前
記
の
方
法
令
』
用
ひ
て
居
る
次
第
ぐ
あ
る
、
故
に
地
震
観
測

に
従
事
せ
ら
る

L
諸
君
は
此
の
方
法
に
就
て
向
御
研
究
を
加
へ
ら
れ
た
く
思
ふ
次
第
て
あ
る
。

扱
斯
様
に
描
針
と
刻
時
針
、
と
が
別
々
に
設
け
ら
れ
℃
る
地
震
計
じ
て
は
種
々
な
殻
差
が
入
A
Y

京
ゆ
る
も
の
で
あ
っ
て
其
れ

は
強
震
計
の
如
く
初
動
を
記
す
る
事
が
稀
な
地
震
計
に
て
は
之
れ
よ
h
J
殺
震
時
を
讃
み
取
る
必
要
も
無
い
故
差
支
な
い
次

第
で
あ
る
が
微
動
計
の
如

3
も
の
に
て
は
前
詑
撲
差
中
少
〈
と
も
第
一
種
の
誤
差
は
除
却
し
て
正
確
度
を
増
さ
じ
め
る
必

要
が
あ
る
。
此
の
矯
め
に
は
描
針
夫
れ
自
身
を
一
一
分
毎
に
動
か
す
方
法
が
現
今
て
は
最
上
の
方
訟
で
あ
ら
う
。
叉
第
二
の

誤
差
を
少
く
す
る
た
め
に
は
大
森
式
微
動
計
叉
は
ヲ
ヰ
!
へ
Y

ト
式
地
震
計
の
如
〈
分
銅
引

3
の
時
計
を
用
ひ
風
切

b
に

依
っ
て
遅
速
を
補
正
す
る
式
の
も
の
を
最
良
と
す
る
様
で
あ
る
。



描
針
自
身
て
刻
時
ぜ
し
hu
る
方
法
に
は
二
種
あ
っ
て
其
の
一
は
電
磁
石
に
依

b
描
針
を
吸
上
げ
る
方
法
、
共
の
こ
は
矢

張
ム
リ
電
磁
石
で
描
針
を
棋
に
移
動
せ
し
れ
U

る
方
法
ぐ
あ
る
。
前
者
は
大
森
式
の
新
型
の
簡
単
微
動
計
に
設
け
ら
れ
た
方
法

ぞ
後
者
の
は
ク
ヰ
!
へ

Y

ト
式
地
震
計
に
用
ひ
ら
れ
た
方
法
.
え
あ
る
。
之
等
の
方
法
に
て
不
備
な
鮎
は
地
震
の
最
中
に
刻

時
が
起
り
描
針
の
運
動
を
妨
げ
る
鮎
で
あ
る
が
之
れ
は
僅
々
一
秒
位
の
問
で
あ
る
故
詑
象
紙
上
に
は
大
し
た
影
響
も
な
い

事
を
知
る
。
夫
れ
で
今
後
は
遁
々
之
等
の
型
の
地
震
計
予
用
ひ
て
礎
震
時
を
盆
々
京
確
な
ら
し

U
ろ
事
を
要
す
る
と
考
へ

ち
れ
る
。

引
火
比
重
要
な
問
題
は
ク
ロ
ノ
メ
ー
タ
ー
の
時
差
の
補
正
て
あ
る
。
之
れ
に
は
種
1

庁
、
‘
な
繁
雑
な
手
数
十
}
要
す
る
の
で
本
妻

代
て
は
色
々
左
研
究
し
た
結
果
最
も
簡
便
正
確
と
考
へ
ら
る
、
方
法
を
現
在
用
ひ
で
居
る
の
で
次
に
其
の
方
法
を
本
塁
り

ク
ロ
ノ
ヌ

1
タ
!
及
伏
地
震
計
に
就
て
説
明
し
て
見
ゃ
う
左
思
ム
。

本
塁
に
て
は
日
下
三
個
の
ク
ロ
ノ
メ
ー
タ
ー
を
使
用
し
て
居
る
。
共
れ
は
ナ
Y

グ
ン
一
二
人
鋭
、
溺
ぬ
油
製
四
六
O
銃
及

♂
溺
逸
製
八
三
五
披
ぐ
日
差
は
夫
々
約
三
@
三
秒
、
三
・
二
秒
及
び

0
・
五
秒
で
あ
る
。
而
し
て
一
二
八
競
は
標
準
の
も
の
と

し
、
四
六

O
競
を
コ

y
Jア

γ
サ
ト
及
リ

v
ー
を
経
℃
ク
キ
!
へ

Y
ト
水
平
動
地
震
計
同
上
下
動
地
震
計
、
ガ
リ
チ

y
式
地

震
計
及
大
森
式
地
動
計
に
並
列
に
、
連
結
し
て
夫
等
地
震
計
の
刻
時
・
用
と
し
て
用
ひ
、
入
三
五
銃
は
中
村
式
簡
単
微
動
計
六

森
式
簡
単
微
動
計
及
び
気
象
墓
式
強
震
計
等
の
刻
時
用
と
し
て
用
ひ
て
居
る
。
此
の
外
向
標
準
時
計
と
し
て
η
ノ
ア
ラ

1
時

許
及
デ
Y

ト
時
許
ぞ
設
置
し
.
て
あ
る
。
而
し
て
一
円
二
回
十
一
時
及
二
十
一
時
前
後
に
於
て
之
等
五
個
の
時
計
の
相
互
比

こ
O
五



二
O
，六

較
を
一
一
整

K
行
ひ
其
の
債
は
観
測
簿
に
記
入
す
る
外
十
一
時
代
は
中
央
無
線
電
信
局
よ

b
の
持
綴
電
波
七
千
七
百
米
の
波

長
一
に
よ
る
時
報
を
聴
取
し
、
二
十
一
時
に
は
同
局
よ

h
波
長
四
千
米
に
依
る
時
報
を
略
取
し
て
前
記
五
個
の
時
計
の
議
取

b
を
な
し
℃
日
差
を
算
出
ず
ろ
。
而
し
て
更
に
五
個

ω
時
計
相
互
の
讃
取
A
Y

よ
A

リ
畑
標
準
時
計
の
日
差
を
加
減
し
て
算
出
し

た
日
差
を
求
め
℃
之
等
の
値
を
十
一
時
及
二
十
一
時
に
直
接
無
線
時
報
に
依
る
各
時
計
の
日
差
と
比
較
し
て
其
の
撲
差
の

有
無
を
検
出
す
る
方
訟
を
取
っ
て
居
る
。
斯
く
の
如
く
極
め
て
仰
向
重
な
る
時
計
比
較
を
行
ム
時
は
ク
ロ
ノ
メ
ー
タ
ー
が
良

好
な
る
限
り
日
差
は
毎
H
十
分
の
二
秒
沼
は
正
確
に
求
め
ろ
事
を
得
る
も
の
で
あ
る
。
叉
日
差
も
二
十
四
時
間
内
に
て
は

常
一
外
の
混
度
に
滋
特
使
な

3
場
合
に
は
十
分
の
一
秒
迄
は
正
し
〈
保
持
せ
し
め
得
る
故
十
一
時
左
廿
一
時
、
二
十
一
時
と
翌

日
の
十
一
時
の
聞
に
て
起

b
た
る
地
震
に
封
し
て
も
内
挿
法
叉
は
外
持
法
に
て
十
分
の
二
秒
以
内
の
正
確
度
に
て
ク
ロ
ノ

メ
ー
タ
ー
の
補
正
教
を
求
hu
る
事
を
得
る
も
の
で
あ
る
。

更
に
此
の
場
合
の
内
挿
法
又
は
外
挿
訟
は
比
例
に
て
算
出
す
る
よ
A
Y

も
寧
ろ
曲
線
法
に
依
る
方
が
筒
使
旦
正
確
で
あ
る

の
で
本
塁
に
於
け
る
例
を
次
代
掲
げ
て
共
の
日
差
算
出
法
を
略
述
し
て
見
様
と
忠
ふ
。

先
づ
椋
準
ク
ロ
ノ
メ
ー
タ
ー
一
二
八
波
及
基
準
観
測
用
ク
キ

1
へ
Y
ト
式
地
震
計
刻
時
用
の
四
六

O
披
ク
ロ
ノ
メ
ー
タ

ー
の
日
差
表
の
一
部
を
左
表
及
附
闘
に
掲
げ
る
。

大
正
十
四
年
八
月
十
七
日
よ

b
二
十
二
日
造
の
ク
ロ
ノ
メ
ー
タ
ー
補
正
表
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二
O
λ

於
℃
は
国
の
如
く
日
々
の
補
正
数
は
直
線
を
以
て
表
は
し
得
る
故
此
の
直
線
を
延
長
す
る
簡
単
な
る
外
挿
法
叉
は
内
持
訟

に
よ

b
正
確
な
る
補
正
教
を
求
め
得
ら
れ
従
っ
て
殺
震
時
も
充
分
正
確
に
求
む
る
事
を
得
る
も
の
で
あ
る
。
本
墓
に
て
は

現
在
斯
か
る
方
誌
に
依
b
m彼
震
時
の
極
め
て
正
確
な
ら
れ
U

事
を
期
し
居
る
次
第
な
の
で
地
震
糊
測
に
従
事
せ
ら
る
〉
諸
君

化
於
て
も
拙
文
中
良
好
且
簡
便
と
思
は
れ
し
貼
は
採
用
の
上
共
に
協
力
し
験
震
上
に
盆
々
正
確
を
増
3
れ
ん
事
を
切
望
す

る
次
第
で
あ
る
。

向
後
震
時
を
定
h
u

る
時
比
特
に
注
意
を
要
す
可

3
一
事
が
あ
る
、
主
(
れ
は
鋭
敏
な
る
上
下
動
地
震
を
所
有
す
る
所
に
於

て
明
瞭
に
観
測

3
る
冶
事
て
例
へ
ば
北
但
馬
地
震
ハ
本
年
五
月
二
十
三
日
十
一
時
十
分
頃
後
震
)
に
て
は
中
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